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 7 月 13 日（土）9時 30 分から里山農園にて 

前日の雨の影響か風が吹いていて涼しいと感じさせる午前中でした。前日の 12 日

は愛媛県松山市の松山城のある山の斜面で土砂崩れが発生し各地で被害が発生して

います。これ以上の災害が起こらないことを祈るばかりです。 

森島副理事長による作業予定と注意事項にはじまり、7名で作業を行いました。里

山農園全体に伸びた草が広がっており、みんなで手分けして草刈りを実施しまし

た。それぞれ一生懸命に作業してくれたおかげできれいな里山農園に戻りました。

本当にありがとうございました。また、ピーマン・万願寺の収穫を行い、数名の方

にご購入いただきました。こちらも有難うございました。 

かぼちゃも実が太ってきています。まだ黄色い花も咲

いていて、まだまだ多くの実をつけてくれるのではな

いかと期待しています。ナスはというと、カメムシ？

テントウムシシ??暑さ???風????の影響か表面が削ら

れるだけでなく、かなりの

傷が入ってしまいました。

秋ごろまで収穫を期待する

ことができますので、見守

っていきたいと思います。

是非とも、皆さまのご協力

を宜しくお願いいたします。

一株のひまわりが里山農園のシンボルのように咲いて

います。里山農園に来ていただき、美しい風景保 

 全のために一緒に汗をかいて下さい。 

 

会員が気持ちを込めて育てた野菜たち… 

安心安全の野菜です 

ご入用の方は森島副理事長や農園で活動されている

方々にご連絡ください。            

 

 

  

 

●週刊ニュース（2005 年〜2024 年分）を、1年ごとを１つのファイルにしてホームページに載せました。 

桜谷先生からサンショウウオのまとめのため、過去の週刊ニュースのサンショウウオに関する記

事を抜き出す作業を提案されました。過去の週刊ニュースは毎週１つの PDF ファイルとしてホー

ムページに残してありますが、これを１つずつチェックしていくのは非常に大変です。そこでそ

れぞれ 1年分を１つのファイルにまとめてみました。こうすれば、ある年のファイルを開けて、

例えば「サンショウウオ」と検索すると「サンショウウオ」という言葉があるところが即時に表

示されます。そうすれば、その記事を抜き出すことが簡単にできます。 

 ホームページの左側の目次に「週刊ニュース アーカイブ」というのを作りましたので、そこ

をクリックすれば 2005 年から 2024 年までの週刊ニュースを 1年ごとに表示させたり、ダウンロ

癒しや元気をくれるひまわり 

収穫できたピーマンや万願寺 

可能な限り無農薬で栽培しています 
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ード（自分のパソコンに取り込む）することができます。この作業をしてみて、よく 20 年間、山

村さんはニュースを書いてこられたなあと感心すると同時に、そのニュースを編集してホームペ

ージに載せていただいてきた（私の知る範囲では）白木さん、伊藤さん、小川さんの仕事にいく

ら感謝しても足りないと思いました。大変、ご苦労様でした。ありがとうございました。 

 

●カスミサンショウウオの調査報告書つくりの定期打合せ会を 4人で開きました。 

先の７月６日(土)の夏の親子観察会の終了後、桜谷先生とみんなでマトメの会を行い、9月 28・

29 日の生き物フェスタに話が及んだところ、この辺りで新しい生息場所が発見されたことをチャ

ンスにして里山の会のヤマトサンショウウオの取組を報告してみるべきではないかと意見が一致

しました。結果をフェスで発表してみようと話がトントン拍子に進みました。数日後、桜谷先生

から目次案が届きました。さっそく金田さんや太田さんがヤマトサンショウウオの資料つくりに

かかっていただきました。発表日を節目にして月初と 15 日にそれぞれがデータを整理し、先生か

らの目次案と記入モデルを利用して成果を共有とすることにしました。その最初日が 7月 15 日

(月)にありました。この日は 4 名の皆さんが集まってくださいました。 

 

●夜の昆虫観察会を開催します。 

夕方からの開催ですので、夕食の弁当をご持参

ください。ホームページから申し込みをしてい

ただき、夏休みの思い出に是非お越しくださ

い。毎年多くのご参加があります。夜遅くまで

観察しますが、適当な時間にお帰り頂くことも

可能です。休憩用のいすも床もありますので気

楽にお越しください。 

 

●生物多様性センターから夏休みのイベントが紹介されています。 

里山の会が大変お世話になっている竹門康弘先生が中心になって天然記念物とされている深泥池

の生物調査を毎年実行されてきています。京都南部からは少し遠方になりますが、地下鉄を利用

すると便利です。日頃は滅多に手にすることのできない天然記念物を採取出来ます。ぜひご参加

下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●今後の本会の大きな事業予告 

・2024 年 9 月 14 日(土) 第 27 回 環境講演会「やましろの淡水魚はどうなっているのかな」 

・2024 年 10 月（日にちは未定） 第 2回木津川「親子魚つり大会」 

 

新泥池の夏休み底生動物モニタリング調査 

 

ミクロラプトルの紙飛行機をつくろう 

  


